
H23 H24 H25 H26 H27

継続

子育てマップ・子育てガイド
ブックの作成

【子育て支援課】

継続

不妊治療費の助成

【健康推進課】

継続

子ども福祉医療費助成事業

【市民課】

継続

母子保健推進員活動

【健康推進課】

継続

家庭児童相談事業

【子育て支援課】

継続

こども発達センター管理運営
事業

【子育て支援課】

継続

児童虐待・DV等対応事業

【子育て支援課】

継続

恵那ことぶき結婚相談所運営
協議会事業

【ふるさと活力推進室】

事業年度

恵那市総合計画後期実施計画（H23～H27年度）

事業
種別

事業名 事業概要

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○○

○ ○

○

○

○

運営協議会を設け、毎月結婚相談所を開設するほか、ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊﾟｰﾃｨを
年間3～4回、その他結婚向けの講座などを開催。地域などとの協働事業
によるイベントの実施。

恵那市役所子育て支援課窓口で、月曜日～金曜日（祝祭日を除く。）午
前8時45分から午後5時15分まで、家族、児童福祉、母子福祉等の諸相談
に応じる。

児童デイサービス事業により発達に遅れのある児童等に対する個別指
導、集団指導、機能訓練による全面発達援助の実施。

児童虐待・ＤＶ相談業務。児童虐待は東濃子ども相談センターと、ＤＶは
岐阜県女性相談センターと連携を取り進める。

子育て中の家庭（未就学、未就園児等）の親への情報提供。子育て情報
を網羅した「おおきくなーれ」を作成し、あかちゃん訪問等で配布。

岐阜県特定不妊治療費助成事業の対象者に、不妊治療費から岐阜県の
助成金を差し引いた額を1回につき10万円を限度とし助成する。

保険診療分の自己負担額の助成。平成20年4月より、対象者が小学校卒
業から中学校卒業までに拡大され、所得制限もなくなった。

地域における住民と母性、乳幼児の保健に関する問題点を把握し、行政
との連携の中で、市民が各種サービスを受けるための制度の紹介などの
活動。健康に関する知識の普及。健診時の託児。

基本目標
施策の項目
主要施策

１　健やかで若さあふれる元気なまち（健康福祉）
01）安心して子どもを生み育てる環境づくりの推進
（01）心身ともに健やかな親子の育成支援
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

妊産婦健康診査事業

【健康推進課】

継続

母子健康指導事業

【健康推進課】

継続

乳幼児健診事業

【健康推進課】

継続

少子化対策推進事業(次世
代・こんにちは赤ちゃん・情報
コーナー

【子育て支援課】

継続

子ども手当給付事業

【子育て支援課】

新規

放課後児童クラブ施設整備
事業

【子育て支援課】

継続

つどいの広場事業

【子育て支援課】

継続

こども元気プラザの運営

【子育て支援課】

事業年度

（02）地域での子育て支援体制づくり

○○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○

地域の子育て家庭の親とその子どもに対して、集いの場を原則週3日以
上開設。子育てに関する相談、援助の実施、地域の子育て関連事業の提
供、子育て及び子育て支援に関する講習会を実施。

母子保健法第13条により妊婦健康診査受診券を交付。平成21年度から
は健診14回分と超音波検査受診票を1回分交付。

母子手帳の交付、たまご学級・パパママ学級、出生後の子どもの発達確
認・支援、6ヶ月教室・1歳児教室・2歳児教室等、運動発達相談・心理相
談・あそびの教室。他に何でも相談・家庭訪問など。

法定の乳幼児期の健診【乳児健診（3～4ヶ月）・1歳6ヶ月児健診・3歳児健
診】。乳幼児期の成長発達の状況を明らかにし、その後の健康管理につ
なげ、親が自分の子供を適切に受け止めることができ、育児不安・心配事
を解消するために実施。

事業概要

子育て支援センター、つどいの広場、ファミリーサポートセンター事務所、
そのほか発達相談の事務所も入った複合施設。現在は日平均56.8人程
度の利用。

事業
種別

事業名

主要施策

当面の少子化の重点方向として「ア：若者の定住促進」「イ：地域で支える
子育て支援」としている。現在、様々な子育て支援事業の他、定住対策事
業として固定資産税の減免などをスタートさせ、人口の定住を図る。

中学校修了前の児童を養育している受給者に対して手当を支給し支援
する。支給額児童1人あたり一律13,000円／月

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生を対象に放課後や土曜
日、長期休暇時の学校休業日に生活の場を確保し、安全で適正な遊び
や指導を行う放課後児童クラブ（学童保育）を運営する施設を整備。
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

放課後児童対策事業

【子育て支援課】

継続

地域子育て支援センターの運
営

【子育て支援課】

継続

ファミリー・サポートー・セン
ター事業

【子育て支援課】

新規

中野方保育園の改築

【子育て支援課】

新規

保育園の統合検討

【子育て支援課】

継続

明智保育園の改築

【子育て支援課】

継続

幼稚園・保育園の一元化

【子育て支援課】

継続

子育て支援短期保護事業
（ショートステイ事業）

【子育て支援課】

事業年度

（03）保育サービスの充実

○○ ○ ○ ○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

市内すべての子どもに均しく教育・保育を受ける環境を提供するため、幼
稚園のない地域の保育園を「認定こども園」に移行し、市内全地域での幼
児教育・保育の両面を持つ環境を整える。

県(指定管理者)と委託契約を結び、保護者が疾病・出産・事故・災害・冠
婚葬祭等の理由で子どもの養育が一時的に困難となった場合に、子ども
を保護し、ショートステイ事業、トワイライト事業を児童養護施設岐阜県白
鳩学園で実施する。

平成23年度に用地造成の実施設計。平成24年度建築工事実施設計及
び造成工事。平成25年度建築工事。

平成23年度・実施設計・保育所遊戯室等増築工事。

建築基本設計・用地造成測量設計。用地の取得と用地造成工事。建築実
施設計（子育て支援センターの併設）。改築工事。駐車場整備。子育て支
援センターの併設。

主要施策

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生等を対象に、放課後や
土曜日、長期休暇等の学校休業日に生活の場を確保し、適切な遊びや
指導を行う放課後児童クラブ（学童保育）運営に対する支援。

未就園の親子を対象に、交流の場の提供や子育て情報の提供、子育て
の講習会などを実施。こども元気プラザ、やまびこ保育園・武並保育園、
恵南の各町の保育園内に設置。

依頼会員、援助会員による登録制により、センターのアドバイザーの指導
のもと、保育園等の登園前の預かり及び送り、帰宅後の預かり、家族が病
気になったときの子どもの世話等を有償により行なう。

事業概要
事業
種別

事業名
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

児童センター管理運営事業

【子育て支援課】

継続

一時保育事業

【子育て支援課】

継続

土曜保育事業

【子育て支援課】

継続

健康増進保健指導事業

【健康推進課】

継続

新型インフルエンザ対策

【健康推進課】

継続

特定健康診査・特定保健指
導事業

【市民課】

継続

食生活改善事業

【健康推進課】

事業年度

02）健康づくりの推進
（01）市民の主体的な健康づくりの推進

（02）健康診断の機会拡充

○○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

恵那市社会福祉協議会に、大井児童センター（恵那市総合福祉センター
１階に設置）と中野児童センターの事業運営を指定管理。

施策の項目
主要施策

主要施策

①出前講座（要望に応じて随時）・健康相談。②健診結果返却時の面接
③健診未受診者対策

広報やホームページを活用し感染予防の啓発活動、防御マスクや消毒液
の購入、対応マニュアルや行動計画の策定、各関係機関との連携や役割
分担

平成20年4月より医療保険者に新規実施特定健康診査・特定保健指導の
実施を義務化、特定健診等実施計画における平成24年度(5年後）の受診
率の目標値 70%

事業
種別

事業名 事業概要

食生活改善連絡協議会事業など食生活を改善し健康づくりを実践する活
動の支援やそれに関わる栄養関係全般の活動を行なう。推進員育成講
習会は全体講習会2回、地区講習会約25回開催。栄養教室(養成)は年10
回開催（約2年に1回）。

保護者の勤務形態などにより、家庭における育児が断続的に困難となる
方や、保護者の傷病、入院などにより緊急・一時的に家庭で保育が困難と
なる方、家庭での育児による心身の負担を軽減するため子どもを一時的
に保育園で預かる。

土曜日の保育（Ａ．Ｍ７：３０～Ｐ．Ｍ６：００）により、保育にかける園児を保
育園で保育を行う。特に午後からの保育需要が少ないため、通常の園で
は１２時までとしているが、サービスが必要な園児については、午後６：００
まで保育を行う。
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

歯科保健推進事業

【健康推進課】

継続

予防接種事業

【健康推進課】

継続

健康増進健診事業

【健康推進課】

継続

地域福祉計画策定(進行管
理）

【社会福祉課】

継続

社会福祉協議会活動事業

【社会福祉課】

新規

相談窓口設置事業

【商工観光課】

継続

シルバー人材センター支援事
業

【高齢福祉課】

事業年度

（02）地域福祉計画に基づく地域福祉活動の促進

（03）安心した自立生活を支える福祉サービスの充実

04）安心と生きがいのある高齢者福祉の充実
（01）高齢者の生きがいづくりと社会参加の推進

○ ○ ○ ○

○ ○

03）みんなで支え合う福祉のまちづくり

○ ○ ○ ○ ○

○○ ○

○○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

民間の社会福祉活動を推進することを目的とした営利を目的としない民
間組織として、活動強化支援のため、人件費等を助成。

総合的な相談窓口の設置

シルバー人材センターの組織の運営、強化、確立、各種事業実施のため
の支援。

施策の項目
主要施策

主要施策

施策の項目
主要施策

歯みがき教室・幼稚園保育園への巡回指導・恵那市口腔保健協議会の
運営・ディサービス歯科・休日在宅歯科診療など歯科保健事業全体にか
かわる事業、関係事務を実施。

予防接種法に基づき、百日咳、ジフテリア、破傷風、ポリオ、麻しん、風し
ん、日本脳炎、ＢＣＧ予防接種を実施。二次及び三次予防接種医療機関
を定め、接種困難事例に対し予防接種業務を委託。

若いひと健診は集団の特定健診と同時実施。会場は各地区保健セン
ター、公民館等。健診への意識付けを実施。

事業
種別

事業名 事業概要

社会福祉法に定められた計画。地域住民、社会福祉を目的とする事業
者・社会福祉を目的として活動を行うものが相互に協力し、地域福祉を推
進するための計画。福祉分野の基本計画として、策定し進行管理を行う。 ○ ○ ○
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

老人クラブの運営支援

【高齢福祉課】

継続

地域支援事業（介護予防事
業）

【高齢福祉課】

継続

地域支援事業（包括的支援
事業）

【高齢福祉課】

継続

地域支援事業（任意事業）

【高齢福祉課】

継続

明智回想法センター事業

【明智振興課】

新規

上矢作過疎生活支援事業

【上矢作振興課】

継続

成年後見センター支援事業

【高齢福祉課】

継続

緊急通報体制整備支援事業

【高齢福祉課】

事業年度

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

（03）高齢者の自立生活支援と地域で支える仕組みの構築・充実

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

（02）高齢者の健康づくり・介護予防の推進

○

○ ○

○○ ○ ○ ○

判断能力が不十分な高齢者や障害者の方々の権利擁護成年後見制度
利用支援：本人や親族に対する手続や書類の確認、記入方法等の相談
支援。成年後見人候補者の情報提供：専門職後見人の相談窓口。

独居高齢者宅に緊急通報ｼｽﾃﾑ電話を設置、本人には通報用ペンダント
を持ってもらい、身体に異変が合った時に自身で消防署に通報できるシ
ステム。

○

○

高齢者の方が生きがいを持ち、地域社会に貢献していただくため、老人ク
ラブ連合会活動の支援を行う。

事業概要
事業
種別

事業名

主要施策

主要施策

介護予防普及啓発事業、地域介護予防活動支援事業、介護予防一般高
齢者施策評価事業。特定高齢者把握事業、通所型介護予防事業、訪問
型介護予防事業、介護予防特定高齢者評価事業。

介護予防マネジメント、高齢者の総合相談  実態把握  包括的、継続的ケ
アマネジメント、虐待の早期発見、権利擁護（成年後見制度）。

介護給付費適正化事業、家族介護支援事業、成年後見制度利用支援事
業、福祉用具・住宅改修支援事業、地域自立生活支援事業、介護相談員
派遣事業。

・回想法スクールの実施、回想法リーダー、サブリーダーの育成、高齢者
ボランティアの育成、多世代交流の場の提供と継承事業実施、高齢者の
生きがいづくり。

○ ○ ○

高齢化が進み、独居、高齢者世帯が増加しておる地域で、生活サービス
提供拠点施設の整備（システム構築）を行うとともに、安否確認の手段とし
て光ケーブルの双方向通信を利用したシステム作りを行う。
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

高齢者及び障害者住宅改善
資金助成事業

【高齢福祉課】

継続

高齢者生活支援事業

【高齢福祉課】

新規

地域密着型サービス事業所
整備事業

【高齢福祉課】

継続

障害者計画・障害福祉計画
の策定(進行管理）

【社会福祉課】

継続

障害者自立支援給付事業

【社会福祉課】

継続

地域生活支援事業（相談支
援）

【社会福祉課】

継続

地域生活支援事業（コミュニ
ケーション支援）

【社会福祉課】

継続

地域生活支援事業（日常生
活用具の給付）

【社会福祉課】

（01）自立した生活を支える地域づくり

○○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○○ ○ ○ ○

自立生活支援用具等の給付及びニュー福祉機器の補助を行なう。

障害者計画・障害福祉計画を策定。計画期間は、障害者計画が平成23
年が最終年で、障害福祉計画は平成20年に見直し（Ｈ21～Ｈ23年度の
3ヵ年）を行っており、今後進行管理を行い適正な計画の進行と見直しの
備える。

障害福祉サービス等の介護給付・訓練等給付費の支給。市町村審査会
の設置及び障害程度区分認定。補装具費の支給。自立支援医療費の支
給。

社会福祉協議会等の相談事業所に委託し、障がい者等からの相談に応
じ、必要な情報提供等や障がいの特性に応じたサービス提供等の相談支
援を行う。

聴覚障がい等のため意思疎通を図ることに支障がある方に手話通訳等の
派遣を行う。

（04）介護を受けながら安心して暮らす福祉サービスの充実

事業年度

○ ○ ○ ○

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要

在宅の要介護高齢者（障害老人の自立度A～C）に対しトイレ、浴室台所
などの段差の解消などをする人に対し、改修費を助成する。

①高齢者短期入所事業　②寝具乾燥サービス　③訪問理容サービス　④
生活改善サービス　⑤お元気食事サービス　⑥軽度生活支援

施策の項目

○

　国から県、県から市への補助金を利用し、事業所へ補助金を交付するこ
とで、施設整備の手助けをし、地域の介護サービスを充実させる。

05）地域で共に暮らせる障がい者福祉の充実
主要施策
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

地域生活支援事業（移動支
援）

【社会福祉課】

継続

地域生活支援事業（地域活
動支援）

【社会福祉課】

継続

医師・看護師等確保対策事
業

【病院管理課】

継続

人工透析施設運営事業

【病院管理課】

新規

市立恵那病院再整備事業

【病院管理課】

継続

診療所医療機器等更新事業

【病院管理課】

継続

病院医療機器等更新事業

【病院管理課】

06）地域の医療・救急体制の充実
（01）地域医療機能の整備と充実

事業年度

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

恵那病院と上矢作病院の減価償却後の医療機器を、年次更新計画によ
り順次整備する。

○ ○

初年度受け入れ患者　１クール2年度目受け入れ患者　２クール6年度目
受け入れ患者　３クール

市立恵那病院の再整備事業

市内６診療所の耐用年数を超えた医療機器を、年次更新計画により順次
整備する。

○ ○ ○ ○

○

屋外での移動が困難な障がいのある方について、外出のための支援を行
う。

在宅の障がいのある方のための各種助成（自動車改造・免許取得費用の
補助、住宅改修の補助）、訪問入浴サービス、日中一時支援事業を行う。

医師については、H20年度以降毎年１名に奨学資金を貸与し、その義務
年限で地域の医療を確保する制度としている看護師等についても、同様
の制度を策定することとする

事業
種別

事業名 事業概要

施策の項目
主要施策
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新規

AED整備支援事業

【消防課】

継続

高規格救急車整備事業

【消防課】

継続

在宅当番医制運営事業

【健康推進課】

継続

中津川・恵那地区病院群輪
番制運営事業

【健康推進課】

継続

応急手当普及啓発事業

【消防課】

新規

（仮）ドクターカー運用事業

【病院管理課】

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

自主防災隊活動の自治会に設置し、AEDの有効活用を図る。

高規格救急車の整備については、10年10万キロ（従来の旧恵那市の計
画）を目標に5台の整備を計画している。

（04）救急医療体制の充実
事業年度

○

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要

訓練人形・ＡＥＤ(自動体外式除細動器)を使用した心肺蘇生法のほか止
血法、骨折処置等の応急手当指導。

恵南、旧恵那で各一ヶ所づつ平日夜間、土曜、休日に当番病院を決め、
患者の措置を行う。

市立恵那病院、国保上矢作病院、中津川市民病院、国保坂下病院の4医
療機関が、365日交替で当番をし、救急医療を行う。

ドクターカー運用事業経費（医師、看護師）
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新規

過疎対策ソフト事業

【ふるさと活力推進室】

継続

森林整備地域活動支援事業

【林業振興課】

継続

美しい森林づくり基盤整備交
付金事業

【林業振興課】

新規

上矢作自然林再生事業

【上矢作振興課】

継続

河川整備事業

【建設課】

継続

公害対策検査事業

【環境課】

継続

明智地域まちづくり交付金事
業

【明智振興課】

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

（02）河川やダム湖等の水質・水辺環境の保全整備

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

２　豊かな自然と調和した安全なまち
01）豊かな自然環境の保全と活用
（01）山林や里山の保全・活用

事業年度

市内全域の準用河川、普通河川

河川、大気など定期的に検査を行う。大気→二酸化窒素測定（ＮＯ2）6ヶ
所×12回/年。二酸化硫黄測定（ＳＯ2）7ヶ所×12回。

過疎地域振興事業（ソフト分）52,100千円…基金積み立てし、該当事業に
充当（事業内容未定）していく。（予算枠の設定）

02）快適な都市環境づくり、まち並み景観整備の推進
（01）まち並み景観の保全と整備

新規に施業の集約化に取り組む場合、「森林の情報収集活動」に対して
ha当り15千円交付。既に、森林施業計画が作成されている場合は、「施業
実施区域の明確化作業」「歩道の整備等」に対してha当り5千円交付。

森林の有する多面的な機能の持続的な発揮を図るため、これまで整備が
遅れていた13齢級以上の高齢級人工林の間伐を実施し森林を健全に育
成する。

約5ヘクタールほどの人工林を自然林に戻す。（３箇所）

事業
種別

事業名

基本目標

事業概要

○ ○ ○

○ ○

主要施策
明智駅舎改修、サイン整備、ポケットパークの整備、浪漫亭周辺の修景整
備、道路修景整備、河川歩道修景色整備、地域交流センター整備、情報
案内板設置、ウォーキングコース設置、コミュニティ輸送サービス支援、防
火水槽設置、大正百年祭支援事業等

施策の項目
主要施策

主要施策

施策の項目
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継続

岩村城下町地区まちづくり交
付金事業

【岩村振興課】

継続

山岡地域まちづくり交付金事
業

【山岡振興課】

継続

景観計画の策定

【都市整備課】

新規

簡易水道拠点給水施設整備
事業

【水道課】

新規

上矢作簡易水道未普及地域
解消事業（木の実地区）

【水道課】

新規

上矢作簡易水道区域拡張事
業（石洞地区）

【水道課】

新規

明智統合簡易水道事業

【水道課】

継続

上水道佐々良木配水池増設
事業

【水道課】

○ ○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

（02）安全で安心した水道の供給

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

上矢作町石洞地域（9戸）の水道整備。上矢作簡易水道の拡張（計画給
水人口：30人、1日最大給水量：21m3　配水設備（配水管、ﾎﾟﾝﾌﾟ場）

明智・吉良見・静波簡易水道の統合（統合後上水道）取水場改良　浄水
場拡張　送水管付設替　送水ﾎﾟﾝﾌﾟ場改良　配水池拡張他

佐々良木配水池の増設：配水池建設1池　容量＝210ｍ3、計装設備1式

飲料水供給施設の新設（戸数23戸：計画給水人口：83人、1日最大給水
量：35m3）　取水施設　導水施設　浄水施設（緩速ろ過設備）　配水設備
（旧:木の実飲料水供給施設整備事業）

振興事務所周辺整備、イワクラ公園・駅前整備、市道改良、通学路整備、
耐震性貯水槽整備、桜並木整備

景観法への理解促進（住民への説明会などを実施）と地域景観計画策定
意向調査（取組団体等の意志確認）の実施。

簡易水道地区の広域避難場所である小中学校等に給水拠点を整備する
ため、応急給水装置を設置。また、災害時に原水を浄水化することの出来
る急速ろ過装置を2基配備。応急給水装置7セット・ポリ容器500個・急速ろ
過装置2台

事業年度

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要

岩村本通りの無電注化を中心としたまちなか道路修景事業　空き地活用
整備事業  バリアフリー公衆トイレ設置事業　知新館正門移築復元事業等

○
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継続

上水道恵那大橋水管橋更新
事業

【水道課】

新規

上水道槇ヶ根配水池更新事
業

【水道課】
上水道老朽管更新事業

【水道課】

新規

恵南地区簡易水道施設更新
事業

【水道課】

継続

岩村簡易水道統合事業

【水道課】

継続

山岡統合簡易水道事業

【水道課】

継続

羽白配水池更新事業

【水道課】

継続

簡易水道遠方監視施設整備
事業

【水道課】

継続

山岡北簡易水道取水増設事
業（椋実地区）

【水道課】

事業年度

○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

原簡易水道の老朽化と水量不足を解消するため、山岡町内の簡易水道
の統廃合。用地買収、取水施設、浄水施設、配水施設、監視設備。

老朽化した羽白配水地の移設更新。配水池築造 V=3,150ｍ3　（旧：羽白
配水池移設事業）

旧恵南地域の簡易水道監視施設の整備。ＣＡＴＶ回線の水道施設への
引き込み・遠隔監視システムの更新・端末機及びパソコンの導入・携帯電
話発報

山岡北簡易水道の水源である地下水（深井戸水源）のフッ素、PH対策と
して椋実地内の樫木川表流水の補填により水質改善の事業を実施する。

老朽化した槇ヶ根配水池の移設更新。配水池築造V=200m3

口径150ｍｍ以上の主要配水管の耐震管への更新　φ150～200　L=900
ｍ（VP及びFC管→NS管）

機器設備の修繕、更新

岩村簡易水道と飯羽簡易水道の統合整備。既設岩村浄水場と飯羽間浄
水場を休・廃止し、不足する水量を新設浄水場で賄う。用地買収、取水施
設、浄水施設、配水施設、監視設備。

水管橋更新（添架替え）φ400 Ｌ＝142ｍ

事業
種別

事業名 事業概要
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新規

公園整備事業（串原）

【串原振興課】

新規

地域住宅交付金事業

【建築住宅課】

新規

地域空き家バンク事業

【ふるさと活力推進室】

新規

地域定住対策促進事業

【まちづくり推進課】

継続

公営住宅管理適正化事業

【建築住宅課】

新規

空き家プロジェクト事業

【串原振興課】

新規

住宅敷地整備事業

【串原振興課】

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

事業年度

○

（03）身近な公園の整備

ＮＰＯ法人奥矢作森林塾が行っている空き家対策のリフォーム塾を串原
地区の空き家を活用してリフォームし、田舎の良いところを見てもらいリ
フォームした空き家に住んでいただく。

松林地区住宅敷地整備4区画と大野地区住宅敷地整備3区画を造成し売
却する。

事業概要

○

03）移住・定住対策の推進
（01）定住のための居住環境の充実

○

主要施策

主要施策

施策の項目

事業
種別

事業名

福原みはらし公園から川へ降りる道路ができるのでその法面を利用し公
園を整備する。周辺には桜やもみじといった四季折々の木を植栽する。ま
た、釣りもできるように公園を整備する。　また、ひよもの桜公園を整備す
る。

地域住宅計画（H22～H27)として6ヵ年の事業計画を策定し大臣認定を受
ける。地域住宅交付金事業として交付金を順次受ける。計画に定住促進
住宅の建設、公営住宅の長寿命化のための計画策定や改修事業などを
盛り込む。

　都市住民等からの市内の空き家情報に関連する移住・定住ニーズに対
し、定住促進担当が一括相談窓口となり、相談に応じる。（担当臨時職員
の雇用他）　　空き家の改修の助成金交付（年間5件×100万）

地域・NPO法人等が、自ら行なう人口減少対策（少子化～定住対策）に対
し、地域定住促進交付金として交付。空家の利活用、住宅建設用地確保
等ための物件の現地調査、地権者との交渉、利活用のための検討会議
等の旅費・会議費・調査費等。

現状のまま維持管理する住宅、用途廃止（除却又は譲渡)する住宅に整
理分類し住宅の適正管理戸数に努める。
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新規

移住・定住支援住宅整備

【上矢作振興課】

継続

定住促進事業

【ふるさと活力推進室】

新規

メディア戦略事業

【ふるさと活力推進室】

新規

ふるさと活性化協力隊事業

【ふるさと活力推進室】

新規

ふるさと活性化協力隊事業
（串原）

【串原振興課】

継続

住宅用火災警報器設置普及
事業

【予防課】

○○ ○ ○ ○

○

04）災害に強く安心安全なまちづくり
（01）防災体制の強化と地域防災力の向上

○ ○○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

（02）移住・定住者の生活支援

○ ○ ○ ○

○ ○

事業年度

（04）移住・定住情報の発信・PR

○

主要施策

主要施策

施策の項目

農林業体験、棒林業技術の習得、道路河川の清掃活動、高齢世帯や独
居世帯の通院や買い物等の住民生活支援を地域おこし協力隊で地域の
ために行っていただく。

○

国の集落支援員施策を活用したり、また、必要に応じ集落実態調査を実
施した地域においては、結果を検証し地域の実情に応じた地域活動支援
員を呼び込み、地域の活性化となる事業を展開する。 ○

事業
種別

事業名 事業概要

地区内で生活体験をして、移住定住につなげる施設を整備する。（2棟）

現状制度の継続（H24年度まで。以降見直し)

情報の受け手の視点や立場を考慮し、「必要な情報」を「アクセスしやすい
方法」で提供することを目指す。（広報戦略の作成）また観光情報や新着
情報のメールマガジンの発行を行う。(追加：市民特派員の養成・市民提
供番組の製作）

○

主要施策

住宅火災警報器設置義務化に伴い、住宅用火災警報器の普及啓発活
動、助成制度は市高齢福祉課で対応(平成２３年５月３１日まで）。
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

排水路整備事業

【建設課】

継続

急傾斜地崩壊対策事業

【建設課】

継続

自主防災組織の育成支援

【防災情報課】

継続

住宅防火診断普及事業

【予防課】

新規

消防通信デジタル化推進事
業

【消防課】

継続

消防団拠点施設整備事業

【消防総務課】

新規

第60回岐阜県消防操法大会

【消防課】

事業年度

○○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

現在使用している消防無線(アナロク方式)をデジタル無線化に完全移
行。
法改正によりH28年度からアナログ波は停波

消防団活性化計画策定の結果を尊重し器具庫（100㎡級）の建設を行う。

平成23年８月に恵那市で県消防操法大会開催が決定。開催場所につい
ては、「恵那スケート場」で「ポンプ車の部」実施

（02）消防力の充実強化

○ ○ ○

・野尻野畑地区の排水（野尻２号線関連）・市内全域の排水路整備工事

県単事業長島町「家久後地区

自主防災組織の育成及び支援、市民講座、出前講座等の実施。

民生委員､女性防火クラブ員､中部電力､ガス事業者との連携により、高齢
者世帯等を訪問し、住宅防火診断調査及び指導を行う。

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

消防団器具庫改修整備事業

【消防総務課】

継続

消火栓用放水器具等の設
置・修繕事業

【消防課】

継続

消防署緊急車両整備事業

【消防総務課】

継続

消防職員研修派遣事業

【消防総務課】

継続

消防団緊急車両整備事業

【消防総務課】

継続

消防水利整備事業

【消防課】

継続

街路灯設置補助事業

【建設課】

継続

防犯対策の推進

【防災情報課】

○ ○

○

○

（03）地域安全対策の推進

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

事業年度

消防団消防ポンプ自動車、積載車（軽積載）、小型動力ポンプの更新。消
防ポンプ自動車12台、小型動力ポンプ付積載車10台（内軽積載3台）、小
型動力ポンプ積載車台　小型動力ポンプ3台

毎年2基を適正に整備するとともに、消火栓についても計画的に、防火水
槽の代替となる配管150㎜以上にの水道に消火栓の設置を行っていく。

市道における街路灯設置補助。設置費用の半額を補助（1基あたり30,000
円を上限）

各地域や職場で組織している、防犯パトロールの支援・講座などにより防
犯意識の高揚を図る。防犯コーディネーターの育成。

老朽化した消防器具庫の改修・整備。

消防車が到着するまでの初期消火が市民の生命・財産を守り、また、減災
のためにも重要であることから、その体制を確立するため、消火栓放水器
具等を設置する。

化学消防車、救助工作車、災害救助資機材搬送車、水槽付消防ポンプ
自動車、小型動力ポンプ付水槽車、アルミボートトレーラ、緊急連絡車（軽
自動車）、緊急連絡車（普通車）

消防大学校研修、県消防学校研修（初任科除く）並びに救急救命士追加
講習（気管挿管、薬剤投与）への職員派遣。

主要施策

○ ○ ○

○ ○ ○

事業
種別

事業名 事業概要
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

交通安全対策の推進

【防災情報課】

継続

木造住宅耐震診断助成事業

【建築住宅課】

継続

木造住宅耐震改修費補助事
業

【建築住宅課】

新規

農集恵南地区施設更新事業

【下水道課】

新規

農集恵那地区施設更新事業

【下水道課】

継続

恵那市都市計画公共下水道
水道建設事業（奥戸処理区）

【下水道課】

継続

恵那都市計画下水道事業
（特定環境保全公共下水道
恵那峡処理区）

【下水道課】

○○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（01）生活排水の適切な処理の推進

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

事業年度

平成19年度までは木造住宅の耐震診断事業を実施する市民に対して、
その費用の一部を助成する制度を実施した。平成20年度に岐阜県の制
度改正があり、新規に無料の耐震診断が相談士への委託により実施の運
びとなった。

木造住宅耐震診断の結果、倒壊のおそれのある住宅の耐震補強工事を
実施した市民に対して、その費用の一部を助成する。

各浄化センターの機器設備の更新各処理区のＭＰ・ＧＰの更新

交通の安全を確保し交通の円滑化、能率化を図るため、関係機関団体が
相互に緊密な連絡を保ち、総合かつ効果的な交通対策を樹立し、交通安
全事故防止を積極的に推進する。

（04）交通安全対策の推進

（05）住宅等の地震対策

主要施策

主要施策

施策の項目

○

○

05）環境衛生対策の充実

○ ○ ○ ○

主要施策

水処理施設の機械・電気設備の増設。平成20年度に区域拡張した区域
の管渠の整備。

事業
種別

事業名 事業概要

各浄化センターの機器設備の修繕・更新各処理区のＭＰ・ＧＰの修繕・更
新

全体計画の見直し。処理場長寿命化、耐震工事。汚水・雨水管渠の整
備。汚水幹線管渠の地震対策（更生）事業、長寿命化工事。
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

恵那市下水道事業（特定環
境保全公共下水道岩村処理
区）

【下水道課】

継続

恵那都市計画下水道事業(特
定環境保全公共下水道竹折
処理区）

【下水道課】

継続

恵那市下水道事業（特定環
境保全公共下水道明智処理
区）

【下水道課】

継続

合併浄化槽補助事業

【下水道課】

継続

不法投棄対策

【環境課】

継続

資源ごみの常設型回収拠点
の整備

【環境課】

継続

環境基本計画策定推進事業

【環境課】

継続

ごみ減量化とリサイクル活動
の推進事業

【環境課】

○○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

（02）環境教育の強化と環境美化の推進

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

事業年度

○ ○ ○ ○

ごみの減量とリサイクルを促進するため、資源となるごみを市民が自ら分
別し、気軽に持ち込むことができる常設型のステーションを整備する。

恵那市環境基本計画は、行政による取り組みだけでなく、市民や事業者
の一人ひとりが行動を見直し、環境へ配慮するための指針として策定し、
推進する。また、「ゴミ処理基本計画」「生活排水処理基本計画」も策定す
る。

小学校、中学校、自治会などの資源回収活動によって集められた、雑誌・
新聞・広告紙・繊維類などに対して、㎏5円を補助して資源回収の促進を
図る。

主要施策

事業
種別

事業名

流入調整槽の設置。農集の接続

処理場建設。管渠の整備。処理場、管渠の維持管理。

処理場の水処理系統の増設。管渠の整備。し尿の受け入れ

事業概要

○ ○ ○

主要施策

合併浄化槽設置に伴う補助金交付。区域促進特別モデル事業（低炭素
社会対応型浄化槽設置）の実施により、地球温室化ガス排出抑制を推進
する。

ポイ捨て条例施行規則第２条に基づき、不法投棄監視員の設置（26人）、
看板の設置、各種啓発活動、環境美化活動（ボランティア）の支援などを
行う。

（03）ごみの減量化・リサイクルの推進
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H23 H24 H25 H26 H27

新規

明智浄化センターし尿投入施
設建設事業

【環境課】

新規

えな斎苑施設改修事業

【環境課】

継続

住宅用太陽光発電システム
設置補助事業

【環境課】

新規

バイオマス利活用汚泥堆肥
化施設建設事業

【環境課】

継続

バイオマスタウン構想策定事
業（バイオマスファーム設置事
業）

【農業振興課】

継続

食用廃油回収処理事業

【環境課】

新規

林地残材有効利用事業

【林業振興課】

○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○

○

（02）バイオマスエネルギーの有効活用

恵那市バイオマスタウン構想を策定。(交付率：定額１/２)バイオマスタウン
構想は、生物由来の有機的資源をその発生から利用まで効率的なプロセ
スで結ぶ総合的な利活用システムを構築するものです。

○

○ ○

○

（04）環境衛生施設の整備充実

06）地球温暖化対策の取り組み

○

○ ○ ○

事業年度

○ ○ ○ ○

地球温暖化防止等、地球環境保全を図るため、市において風力発電・小
水力発電など自然エネルギーを利用した施設の検討も併せて行う。地球
温暖化防止等地球環境の保全を図るため住宅用太陽光発電システムの
設置補助を行う。

汚泥堆肥化施設の建設。

明智浄化センターし尿投入施設建設工事費。環境影響調査、基本・実施
設計、建設工事。平成21年度に、バイオマスタウン構想基本設計を委託し
どの手法が一番良いか利活用を含めて検討していく。

1炉増設工事。増設する場所は既に確保されている。　その他改修工事。

ごみ処理量の減量化を目指し、食用廃油を定期的に回収し、バイオ
ディーゼル燃料（BDF）として活用。

山林所有者等が建築材として利用できない間伐材（Ｃ材）を搬出し、チッ
プ工場に買取をしてもらう。

施策の項目
主要施策 （01）自然エネルギーの活用

主要施策

○○ ○

○

事業
種別

事業名 事業概要

主要施策
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H23 H24 H25 H26 H27

新規

旧下原田小学校整備事業

【上矢作振興課】

新規

正家第２地区のまちづくり事
業の検討

【都市整備課】

継続

都市計画の点検及び見直し
事業

【都市整備課】

継続

地籍調査事業

【建設課】

継続

大崎土地区画整理事業

【都市整備課】

継続

農業振興地域整備促進事業

【農業振興課】

継続

幹線道路整備事業

【建設課】

02）地域内外の交流を支える道路体系の強化
（01）幹線道路の整備推進

○○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

事業年度

○

○ ○ ○ ○

現在使用している寮（教室・管理棟一棟づつ）を残して整備を行なう。
（H22年度に対応となりました。）

今後、事業内容については、調査結果に基づいて地元協議を踏まえて、
市の方針を決定していく。

事業概要

３　快適に暮らせる便利で美しいまち
01）計画的な土地利用
（01）土地の計画的な利用と有効な活用

施策の項目
基本目標

主要施策

施策の項目

事業
種別

事業名

①都市計画基礎調査に基づいて、都市計画区域を検討する。②今後の
まちづくり事業との整合性を図りながら、都市計画マスタープランの作成に
ついても検討する。

国土調査法により、国有林、湖沼等を除く全ての土地について、その境界
確定、測量を実施し、法務局備付の公図、土地台帳に代わる「地籍図」
「地籍簿」を作成するもので、当市の場合は452.54km2(H21までは
449.58km2)が対象となる。

事業の名称：恵那都市計画事業大崎土地区画整理事業、施行者：恵那
市大崎土地区画整理組合、施行面積：19.3ha、総事業費：3,503,396千
円、平均減歩率：18.73%

優良農地の保全を前提に、情勢の推移等を考慮した、適正な土地利用を
図る。情勢の推移による農業振興計画の見直しの実施。

主要施策
袖畑笠作線･清水山の寺線・平山線「社会資本整備総合交付金・合併特
例債」早層洞新田線､天神前山本線､野井武並線､ｽｹｰﾄ場ｱｸｾｽ道､寺田
石山線､､坂折線､沖ノ洞線､殿畑三学裏線、大竹松本線「過疎債」
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

都市計画道路整備事業

【まちづくり事業課】

継続

瑞恵バイパスの事業化に向け
た取り組み

【都市整備課】

継続

県営事業負担金負担事業

【建設課】

継続

県事業委託事業

【建設課】

継続

恵中拡幅整備推進事業

【建設課】

継続

道路台帳統一業務

【建設課】

継続

国県道改良促進活動事業

【建設課】

新規

まちづくり交付金事業（道路
橋りょう新設改良費）

【まちづくり事業課】

（02）身近な生活道路の整備推進

事業年度

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

通学路整備事業、生活道路整備事業、交通安全設備整備事業、羽根平
舟山１号線整備事業、柳ヶ壷地区道路改良事業。

公共用地の取得業務に関し、関係自治会あるいは地権者と県との調整を
行い、事業の円滑な推進を図る。(H22年度より業務委託契約廃止）

多治見砂防国道事務所と連携し用地交渉の進捗を図り、関連する市道の
整備を行なう（恵那市分延長1.15km　幅員25m）。また、恵那市土地開発
公社での代行買収分の買戻し事務を行なう。工事完了目標24年度。

旧恵那市と恵南５町村の道路台帳の統合を図るため、道路台帳管理シス
テムの導入を行う。また、合わせて道路付属施設・法定外公共物等関係
の管理も行う。

19年度は、6つの同盟会あるいは協議会の事務局を受け持ち、幹事会、
総会の開催、視察研修実施、国・県への要望活動を実施。

国道１９号の瑞浪市土岐町～恵那市長島町の間12.5km（瑞浪市6.8km、
恵那市5.7km）の道路整備に向け、事業促進を行うもの。

県事業に対する負担金の支払い。道路新設改良(単独事業)：10%、街路
事業(単独事業)：20%、急傾斜地崩壊対策事業(公共大規模斜面)：5%、急
傾斜地崩壊対策事業(一般大規模斜面)：10%など

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要

①御所の前牧田線（恵那東中下（牧田）～御所の前）
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継続

生活道路整備事業

【建設課】

新規

橋りょう維持修繕事業

【建設課】

継続

木漏れ日作戦事業

【建設課】

継続

みんなのみち愛護事業

【建設課】

継続

私道整備工事補助事業

【建設課】

継続

市民協働作業原材料支給事
業

【建設課】

継続

生活道路維持修繕事業

【建設課】

継続

交通安全施設等整備事業

【建設課】

（03）安全な歩道の整備推進

事業年度

○

○

○

○

○

○ ○

○○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

市民に密着した道路の維持管理作業（農林道・私道を除く）・年2回以上
の作業実施・1回の作業人員は概ね10名以上・作業延長は300ｍ以上・
100ｍ当たり2,000円の補助金を交付（国県道は100ｍ当たり1,000円）。

道路舗装・側溝整備などの整備を行う場合、工事費用の7/10以内（150万
円以下）を補助する。

区や自治会など地域団体へ市道等への原材料を支給。（H23から恵那市
全体）

市民生活に密着した生活道路であり安全で安心して通行できる交通の確
保を行うため。道路維持工事や緊急修繕工事及び地域要望により緊急性
の高い箇所から工事発注を行っている。

西中学校通学路

古瀬2号線､大井町291号線､長島町(31､67､204､215)号線､武並町(90､
134)号線､笠置町69号線､飯地町68号線､岩村町(128､77)号線､山岡町
(87､38)号線､明智町(98､225)号線､上矢作町22号線（中根橋）「社会資本
整備総合交付金・過疎債」

市内橋長15ｍ以上（136橋）の橋を計画的に点検、修繕計画策定、修繕工
事

市道の冬季凍結個危険箇所の木立を伐採し、陽光で路面の凍結を防ぐ。

事業
種別

事業名 事業概要

主要施策

○ ○
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

明知鉄道旅客車両購入事業

【商工観光課】

継続

明知鉄道地方鉄道再生計画
支援事業費補助金

【商工観光課】

継続

明知鉄道鉄道軌道輸送高度
化事業

【商工観光課】

継続

地方バス路線の確保（地域コ
ミュニティバス）事業

【商工観光課】

継続

明知鉄道沿線地域公共交通
活性化協議会補助金

【商工観光課】

継続

ケーブルテレビネットワーク施
設整備事業

【防災情報課】

継続

オフィスオートメーション推進
事業

【防災情報課】

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

03）公共交通の充実・強化
（01）鉄道の利便性向上

事業年度

自主運行バス欠損額の補助。

庁内の基幹システムである、住民情報システム、内部情報システム及び
パーソナルコンピュータ等関連機器の計画的な更新。情報資産の適正管
理。

旅客車両の購入１両。恵那市から明知鉄道㈱へ車両を貸与する

（02）市営バスの利便性の向上

（03）総合的な交通体系の整備

04）高度情報通信基盤の整備

事業
種別

事業名 事業概要

施策の項目
主要施策

主要施策

枕木交換、踏切り遮断機取替え等の明知鉄道の修繕費の補助及び経営
対策補助

落石等防止設備工事、重軌条交換、車両更新、枕木PC化、路線側溝新
設、車両安全構造化などに対する補助。

○

主要施策

施策の項目

○ ○

恵那市と中津川市で設立した明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会
が事業主体となり、平成20年度に地域公共交通総合連携計画を策定し、
平成21年度から23年度の3ヵ年にかけて、計画に基づく実証運行等を実
施する。そのための支援を行う。

○ ○

主要施策

○

（01）地域情報基盤の整備
市内の情報通信基盤の格差の是正と地域情報化の推進、地域公共ネット
ワークの構築を行うため、光ケーブルネットワーク網を整備する。
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継続

告知放送受信機設置事業

【防災情報課】

新規

自主放送チャンネル番組の
充実

【防災情報課】

新規

映像によるまちの魅力発信・Ｐ
Ｒ

【防災情報課】

○ ○ ○ ○

○

○

（02）自主放送チャンネル番組の充実

事業年度

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

自主放送番組、行政放送番組の番組数の増加及び番組内容の充実

他課、他事業、市民、市民特派員、㈱アミックスコムとの連携により、市内
の催し、場所や物に限らず、地域や人、活動といったものにも焦点をあ
て、番組や企画の発掘し、放送を行うことにより恵那市の魅力の再発見、
一体感、郷土愛を育む。

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要

CATV整備事業と併せて、新市全域において、個人宅内等に告知放送受
信機の設置を行う。
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継続

商工会議所運営補助事業

【商工観光課】

継続

商工会運営補助事業

【商工観光課】

新規

地域ブランド推進事業

【ふるさと活力推進室】

継続

市民との協働における朝市の
開催

【商工観光課】

継続

恵那ブランド育成事業

【商工観光課】

継続

商店街活性化事業

【商工観光課】

継続

まちなか多目的防災広場整
備事業

【まちづくり事業課】

○

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

（02）にぎわいのある商店街づくり、地域ブランド力づくり

○ ○ ○ ○

恵那ブランド育成事業と連携して、各地域で検討している特産品開発を
支援し、推進する。

多目的防災広場、駅前広場を利用し、地元特産品を中心とした販売と中
心商店街の活性化。

地域振興計画で位置づけた、恵那ブランドとして恵那栗と山岡細寒天を
リーディング事業として始める。

恵那駅周辺・岩村・明知の各商店街へ事業補助を行い、商店街の活性化
を支援する。また、がやがや会議を通じて、商店街の活性化策を探りなが
ら、空き店舗活用支援や賑わいを取り戻す方策を進める。

商工業振興補助金、広域経済事業、優良企業表彰事業、恵那市新年互
例会開催事業、調査。広報活動事業、商業まちづくり事業、小規模事業
所改善事業などに対する補助。

４　活力と創造性あふれる魅力あるまち
01）にぎわいのある商業・サービス業の振興
（01）特色ある商店街づくり

事業年度

○ ○

基本目標
施策の項目
主要施策

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要

恵那南地区の小規模零細事業者の金融、経営、税務の相談支援。商工
業の総合的維持、改善発達を支援

主要施策
建物移転補償、公園再整備工事。

（03）活力ある中心市街地の再生
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新規

地域高齢者生活支援事業

【まちづくり推進課】

継続

市内工業用地適地調査と誘
致活動

【商工観光課】

継続

企業誘致対策事業

【商工観光課】

継続

野井北山企業誘致

【商工観光課】

継続

中小企業経営者、起業家に
対する研修の推進

【商工観光課】

継続

地域農政推進対策事業

【農業振興課】

継続

地域農業振興補助金

【農業振興課】

（02）起業家の育成支援

03）農林水産業の支援・高度化
（01）農林業の担い手の育成

○○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

（04）中山間地域における持続可能な商業環境づくり
事業年度

市内の工業用地として可能性のある土地を地図上に示し、市内の工場適
地を把握、企業に情報提供する。

工場誘致奨励金、テクノパーク管理、企業誘致に係る情報収集。

三郷町野井北山地内においてユニオン機工をはじめとして企業集積を図
るもの。

02）新たな活力を生み出す工業の振興と新産業の育成
（01）工業の活性化

○ ○ ○ ○

○

主要施策

○ ○

主要施策

研修における自己研鑚、起業振興

○ ○ ○

施策の項目

東美濃担い手育成総合支援協議会を発足させアクションプログラムを策
定することにより、「担い手経営革新促進事業」の対象となることができる。
対象作物及び取組技術により一定額の助成を受けることができる。

伝統野菜や土地利用型作物（黒大豆・そば・菜種）などや農産物加工品
開発など高付加価値型農業の実践や集落ぐるみの農業生産体制整備な
ど、特色ある地域の取り組みを支援する。 特に栗への生産及び植栽へは
特別に取組む。

○

○

事業
種別

事業名 事業概要

施策の項目
主要施策

主要施策

地域内の巡回バス（ワゴン車程度1台）の購入と運行（運行は地域でソフト
事業対応）（買い物などの利便施設が地域内に無い場合の対応も含めて
対象事業とする。金融の外交員、往診車、）
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継続

間伐モデル林整備事業

【林業振興課】

継続

耕作放棄地対策事業

【農業振興課】

継続

森林・木材教育推進事業

【林業振興課】

継続

林業機械導入補助事業

【林業振興課】

継続

木材産業振興支援体制の組
織づくり

【林業振興課】

継続

道の駅「おばあちゃん市山
岡」管理運営事業

【農業振興課】

継続

道の駅「ラ・フォーレ福寿の
里」管理運営事業

【農業振興課】

継続

道の駅「らっせぃみさと」管理
運営事業

【農業振興課】

継続

里山体験林整備事業（中野
方町）

【林業振興課】

（02）農林業の振興と保全

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

事業年度

土地境界の明確化、災害に強い森林づくり、地域材の利用拡大、森林・
木材教育の推進、森林づくり活動に対する協力体制、効率的な森林施
業、森林の適切な保全、森林空間利用の促進等の課題を森林づくり推進
委員会等にて検討及び実行する。

道の駅「おばあちゃん市・山岡」管理運営経費

道の駅「ラ・フォーレ福寿の里」管理運営経費

道の駅「そばの郷らっせぃみさと」管理運営経費。

グリーンピア跡地の利用計画の策定。

国・県・市道や公共施設に隣接するヒノキ・スギ人工林を間伐モデル林とし
て整備をする。

耕作放棄地解消事業を実施する協議会に対し補助が受けることができ
る。

森林施業に関する講座、森林に親しむ各種講座の開催。市内で実施され
る森林に関するイベントの情報収集と発信。（具体的にはツリークライミン
グ教室、講演会の開催など）

森林組合において導入する高能率林業機械等の購入費の10％を補助。

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要
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継続

一般造林事業（間伐）

【林業振興課】

継続

市営造林保育事業

【林業振興課】

継続

中山間地域等直接支払推進
事業

【農業振興課】

継続

都市農村交流事業

【農業振興課】

継続

恵那栗栽培振興

【農業振興課】

継続

農作物鳥獣被害対策事業

【農業振興課】

継続

県産材需要拡大事業

【林業振興課】

継続

学校給食地産地消推進事業

【農業振興課】

○ ○ ○

○ ○

○ ○

（03）地産地商の促進

○ ○ ○

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

集落協定の締結に基づき5年間以上継続される農業生産活動等に対して
直接支払交付金を交付。第３期　平成２２年～２６年

間伐面積１ｈａ当たり21,000円の助成を行い、間伐の促進を図る。

市営造林の整備（間伐及び搬出・下刈り等）

主要施策

○ ○

建築物に県産材を積極的に活用するための県補助。県産材を一定量使
用した場合、補助金が交付される。補助金は県補助で市の上乗せは無
い。

ＪＡ中央会による学校給食への米・麦の供給及び地域農産物の供給に対
し、補助金額のＪＡ・県・市がそれぞれ1／3を負担する

事業
種別

事業名 事業概要
事業年度

○ ○ ○

農業体験研修事業の実施（棚田オーナー・そばオーナー・企業農業体験
研修）。交流居住事業の推進（空き家情報と農地農業体験メニュー等の情
報発信）。交流施設整備。

休耕地などに栗栽培ほ場を整備する事業費への補助。ぎふクリーン農業
登録用件（栗新改植事業、補助率1/3）。遊休市有地を利用した栗団地
（畑）作りを実施する。市農業振興補助金を利用した栗栽培及び改植への
支援。

イノシシ被害防止のため電気牧柵等設置に対する市単独補助（補助率
1/3）。協議会において国庫補助ハード事業（電気牧柵等1/2）ソフト事業
（モンキードック、箱檻など10/10）。
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継続

えなの木で家づくり支援事業

【林業振興課】

新規

県営中山間地域農村活性化
総合整備事業

【農業振興課】

新規

県営ため池等整備事業

【農業振興課】

新規

団体営基盤整備促進事業

【農業振興課】

継続

県単林道整備事業

【林業振興課】

継続

県営特定農業用管水路等特
別対策事業

【農業振興課】

新規

公共林道改良事業　白坂線
（東野）

【林業振興課】

新規

市単林道改良事業　暗井沢
線（視距改良）

【林業振興課】

○ ○○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○

○

（04）農林業生産基盤の整備

事業年度

○ ○

局部改良　N=10箇所

石綿管（φ150～350　L=4,091ｍ）の布設替え。

改良法面　A=6,000㎡（ﾓﾙﾀﾙ吹付工）

「恵那市全域」H24-H28　農業用用排水路改修　農道整備（舗装）　農業
集落道整備　ため池環境整備　農地整備　測量試験費1式  用地補償費1
式

各ため池共通、市単独測量試験費1式　堤体工1式、取水施設工（底樋、
斜樋）1式、洪水吐工1式「御屋敷ため池」　「蔵王田ため池」　「打杭第二
ため池」

「松本地区」（用水路）L=2,000ｍ「松本地区」農道舗装L=1,380ｍW=2.5-
3.0ｍ「過疎地域自立促進計画」対象事業。予定地域の調査、測量及び試
験を行い、土地改良事業計画と全体実施設計を兼ねた書類を作成する。

林道の舗装、改良。大長洞線、中切線、下坂線、小杉線、青ナギ～根山
線、船ヶ洞線、大沢谷線、小屋洞線、追沢線、白坂線、姫栗線、木根中島
線、落倉線　ほか

主要施策

地域材（柱）を30本以上利用し、家を新築した場合に転入者には奨励金、
市内在住者には固定資産税の減免を行う。

○ ○

事業
種別

事業名 事業概要

29



H23 H24 H25 H26 H27

継続

流域公益保全林整備事業
森林管理道　大沢線　開設
（飯地町）

【林業振興課】

継続

農地・水・環境保全向上対策
事業

【農業振興課】

継続

土地改良施設維持管理適正
化事業

【農業振興課】

継続

美濃東部農用地総合整備事
業

【農業振興課】

継続

県単農業農村整備事業（農
道整備）

【農業振興課】

継続

県単かんがい排水事業

【農業振興課】

継続

市単かんがい排水事業費

【農業振興課】

継続

市単農道整備事業費

【農業振興課】

○○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

事業年度

○ ○ ○

老朽化した農業用用排水路、土水路の改修。

原材料支給で対応困難で小規模な通水困難な用水路等の改修。

農道舗装、側溝布設等を実施。

全体事業費412億円　関係区域市町村　恵那市、中津川市、白川町、東
白川村、下呂市、関市、郡上市（恵那市）区画整理（13換地区）A=108.8ha
暗渠排水A=8.9ha　農業用道路L=1066m

農道の新設・改良、農道橋の架設、農道舗装。

施工済み延長　L=2,142m　残事業 Ｈ17～Ｈ27延長1,278m

資源保全向上活動に関する協定の締結に基づき5年間以上継続される農
地・水・環境保全活動等に対して支援交付金を交付する。

斜樋取替工　1式。余水吐工　1式

事業
種別

事業名 事業概要
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新規

ＵＩターン促進事業

【ふるさと活力推進室】

継続

雇用対策推進事業

【商工観光課】

継続

勤労者融資事業

【商工観光課】

継続

勤労者福祉推進事業

【商工観光課】

新規

くしはら温泉周辺整備事業

【串原振興課】

継続

恵那市田園空間博物館管理
運営事業

【農業振興課】

新規

ひよものしだれ桜公園整備事
業

【串原振興課】

○

○

○

○

○ ○

05）地域資源の連携による個性的な観光の振興
（01）観光資源等の磨き上げ

○

○

○

○ ○ ○ ○

今後、ふるさと活力推進本部を中心に制度設計を行う。

就職面接会、高校就業に係る支援、新規採用者に係る支援、就業に対す
る関心を持つための支援。

生活資金20,000千円、住宅資金24,000千円を東海労働金庫へ預託しそ
の預託額のそれぞれ2倍を限度として勤労者に融資する。（利率は生活
2.81％、住宅2.66％）

ジョイセブンの運営を国、中津川市と共に支援の他、ジョイセブンの嘱託
職員（1人分）の経費を補助。地区労、明智労組、労福協中恵支部等への
助成。

（02）就業環境の充実

○

○ ○ ○ ○

主要施策

施策の項目

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

主要施策
収益性のあるオートキャンプ場の施設整備、トイレ浄化槽増設、子供を対
象とした人口芝の滑り場、へぼハウス設置と周辺の環境整備ということで
ウォーキング道花の回廊整備で周遊道路と周辺の植栽を行う。

旧恵那市内の伝統文化や地域資源を対象をしていたサテライト施設を新
市全域に広げ、市内に残る民俗文化財や史跡を田園空間博物館のサテ
ライトに位置づけ、地域住民の活動と食を中心とした地域観光振興を推進
する。

ひよものしだれ桜の観光看板と各道路に案内看板の設置。遊歩道の設
置。駐車場の舗装。

事業
種別

事業名 事業概要

施策の項目
主要施策

04）魅力ある就労環境の充実
（01）魅力ある就業の場の確保

事業年度

○ ○ ○
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継続

くしはら温泉整備事業

【串原振興課】

継続

上矢作観光施設周辺整備事
業

【上矢作振興課】

継続

恵那峡の活性化

【商工観光課】

継続

日本大正村施設整備事業

【明智振興課】

新規

レクリエーションセンター耐震
補強事業

【串原振興課】

継続

観光PR事業の充実

【商工観光課】

継続

大正百年事業

【商工観光課】

（03）観光PRと交流イベントの充実

○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（02）既存観光地・施設等の再生

奥矢作レクリエーションセンター木造2階建ての研修宿泊施設の耐震補強
を行う。

合併後の恵那市には、観光資源がスポット的に点在しており、観光客にそ
れらを回遊してもらい活かせるよう、観光協会と連携した観光物産展・イベ
ントなどのＰＲ事業を実施。

大正百年<2011年）へ向けたカウントダウン事業（大正浪漫シンポジウム・
講演会等）の実施。大正百年を契機とした大正村のあり方の検討。２０１１
年の大正百年祭の実施。

○

温泉施設や機器類の老朽化に伴い維持修繕と大規模改修を行う。源泉
施設の井戸の清掃を5年ごとにポンプの更新が10年ごとに行う。温泉施設
の大きな修繕を行うために基金造成を行う。

入込み客確保のための関連施設維持管理費。「創造の森」構想実現のた
めのバイオマスファームでの景観・資源作物生産と観光活性化の実施。

恵那市を代表する観光地「恵那峡」の再生のため、観光関連団体と連携
をとり恵那峡の活性化と交流人口拡大のための事業に取り組む。・さざな
み公園先端の展望施設の改修及び公園内の環　境整備。・恵那市観光
協会恵那峡支部等の関連団体の支援。

日本大正村施設の維持管理及び修繕事業。

事業
種別

事業名 事業概要

主要施策

○

事業年度

○

○ ○

主要施策

○

○

○

○ ○
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継続

学校図書館読書活動推進事
業

【学校教育課】

継続

小中学校の適正配置検討事
業

【教育総務課】

新規

学校統合事業 小中学校の適正配置検討結果等を踏まえて、将来の子供たちに最適な
教育環境を提供するための学校統合を進めます。 ○ ○ ○

【教育総務課】

継続

奨学資金貸与事業

【教育総務課】

継続

少人数指導教育推進事業

【学校教育課】

継続

教員研修事業

【学校教育課】

継続

国際理解（ＡＬＴ）教育推進事
業

【学校教育課】

継続

学校教育情報化推進事業

【学校教育課】

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

○○ ○ ○ ○

（01）より質の高い教育の推進

ALT7名の英語活動への派遣(JETプログラム6名、派遣会社委託１名）

市内15小学校と8中学校の情報環境整備。パソコン教室及び普通教室へ
のパソコン設置。ネットワーク整備。パソコン教室LAN再配線整備。OAフロ
ア化。図書システム更新。電子黒板の配置。

５　思いやりと文化を育む人づくりのまち
01）学校教育の充実

事業
種別

事業名 事業概要
事業年度

施策の項目
主要施策

基本目標

読書活動推進事業経費。図書購入費。

児童数100人未満の小学校が6校、中学校2校あり、小規模校のあり方を
学校区の見直しも含めて、地域のみなさんと検討する。

【資格】大学、専修学校（専門課程）、大学院に在学中の者【貸与期間】貸
与決定の月から学校終了年限まで【貸与額】年額 48万円以内　【募集人
員】15人程度）【貸与方法】年2回（6月、10月）に分けて貸与

小学校低学年における多人数学級支援のための学習支援員の配置。
（31人以上の学級）障がい児への支援を必要とする学校及び、複式学級
を設置する学校への学習支援員の配置。

研修内容を充実するため、大学との連携、専門講師の確保等研修体制の
確立。
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継続

特色ある学校づくり事業

【学校教育課】

継続

野外活動推進事業

【学校教育課】

継続

ふるさとふれあい交流(市内学
校地域交流）事業

【学校教育課】

継続

食育の推進

【学校教育課】

継続

発達相談事業

【子育て支援課】

継続

特別支援教育体制推進事業

【学校教育課】

継続

不登校等対策事業

【学校教育課】

新規

東野小学校校舎大規模改造
事業

【教育総務課】

○

（04）学校施設等の整備

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

（03）相談しやすい環境づくり

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

（02）学校間・学校と地域の交流促進

○ ○ ○

事業年度

心の教室相談員(各中学校）、心のサポーター(不登校児童が多く在籍す
る小学校）、適応指導教室相談員・指導員(はなのき・むつみ）の設置。

大規模改造調査、実施設計業務委託

市内の他小中学校間の交流事業を進め、一体感を醸成する。

栄養士による講演会、試食会、家庭教育学級、料理教室、学校授業等開
催。

発達相談室の設置　発達相談(検査）及び就学相談等のできる専門的な
職員を配置。養護教諭、カウンセラー、家族相談士、学校心理士、臨床心
理士、医師などのチームによる相談・援助の実施。

相談支援員を配置し、児童保護者への相談、支援及び学校からの支援
要請の対応。

「特色ある学校づくり支援事業補助金」の交付。　　地域講師の登用による
子どもたちとの交流

自然から学ぶための活動を支援する。野外活動推進事業補助金の交付。

主要施策

○ ○ ○ ○ ○

主要施策

主要施策

事業
種別

事業名 事業概要
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新規

東野小学校プール改築事業

【教育総務課】

新規

二葉幼稚園移転改築事業

【教育総務課】

新規

中野方小学校プール改築事
業

【教育総務課】

新規

武並小学校プール改築事業

【教育総務課】

新規

串原小学校プール改築事業

【教育総務課】

新規

武並小学校屋内運動場改築
事業

【教育総務課】

新規

明智小学校プール改築事業

【教育総務課】

継続

武並小学校校舎棟耐震補強
及び大規模改造事業

【教育総務課】

継続

明智小学校校舎耐震補強及
び大規模改造事業

【教育総務課】

事業年度

○

○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

プール１面25ｍ×6コース

屋内運動場　木造平屋建　改築面積

プール１面25ｍ×6コース

校舎棟耐震補強及び大規模改造面積

校舎棟耐震補強工事及び大規模改造事業、大規模改造調査、実施設
計、耐震補強計画、耐震補強実施設計

園舎１棟及びグラウンド等付属施設整備

プール1面25ｍ×6コース

プール１面25ｍ×6コース

プール1面25m×6コース

事業概要
事業
種別

事業名
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継続

明智中学校校舎耐震補強工
事及び大規模改造事業

【教育総務課】

継続

学校安全対策事業

【学校教育課】

継続

小学校・幼稚園危険遊具改
修事業

【教育総務課】

継続

小中学校屋外トイレ改修（水
洗化）事業

【教育総務課】

継続

小中学校給食用昇降機改修
事業

【教育総務課】

継続

生涯学習市民三学運動啓発
事業

【社会教育課】

継続

成人教育（高齢者学級）の推
進

【社会教育課】

継続

中央公民館運営事業

【恵那文化センター】

事業年度

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

02）生涯学習の推進
（01）生涯学習機会の拡充

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○○ ○ ○ ○

○

高齢者を対象とした高齢者学級。一般市民（成人）を対象とした市民大学
講座を開催。高齢者学級：明智公民館においてききよう大学（高齢者学
級）を開催。成人者には少し専門的な講座を研究。

地域の課題や生涯学習等のニーズに即した市民講座や事業を企画・実
施する。・男性受講者の増加を図るため、興味を持っていただけるような内
容の講座を加えている。・母子が参加できるよう、託児付き講座の開講を
徐々に増やしている。

各校、園の遊具の安全性を確認し、計画的に遊具の改修を実施。

恵那西中学校グランド屋外トイレ改修A=30㎡、串原小中学校屋外トイレ改
修A=20㎡、上矢作中学校グランド屋外トイレ改修A=20㎡

給食用昇降機改修：巻上機・電気部品・出入口扉改修

生涯学習「市民三学運動」を推進し、宣言に結びつけるため、①市内全て
の保育園、幼稚園、小学校、中学校で朝読書にとりくむ。②（仮称）郷土を
支えた先人30傑等市民に配布する。③市民の手のよる地域市民三学地
域塾を全地域で開催する。

○

校舎棟耐震補強工事及び大規模改造事業、大規模改造調査、実施設計
業務委託、耐震補強計画、耐震補強実施設計業務委託

学校及び通学路等点検・評価。既存の防犯対策の点検・評価。地域等の
協力体制の確立。防犯カメラ等設備の充実。AEDの設置。

事業概要

施策の項目
主要施策

事業
種別

事業名
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

地区公民館改修事業

【社会教育課】

継続

恵那市中央図書館読書活動
推進事業

【恵那市中央図書館】

継続

ブックスタート事業

【恵那市中央図書館】

継続

子ども会活動支援事業

【社会教育課】

継続

青少年育成市民会議事業

【社会教育課】

継続

子ども教室推進事業

【社会教育課】

継続

家庭教育事業の推進

【社会教育課】

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

03）人を育み、人を活かす教育
（01）青少年の健全育成

○ ○

○

○

○

（04）読書推進と図書館機能の充実

○ ○ ○ ○

○

地区公民館の改修工事。岩村、東野、笠置、三郷、飯地、明智、串原、上
矢作の予定。

（03）生涯学習施設の整備主要施策

施策の項目

・図書購入(図書館、公民館11館)・読書活動推進(図書館ｻﾎﾟｰﾀｰ恵那の
活動支援と地域ｻﾎﾟｰﾀｰによる地域読書活動の推進)・地域配送サービス
(図書館と公民館、学校)・先人資料購入(図書資料購入)・地区公民館ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ化

新生児に絵本とバックをプレゼント。絵本を通じて子供と向きあうことの大
切さ、きっかけつくりを行う。生涯にわたって読書に親しむためのスタートと
する。また、22年度より、入学検診時にお薦め図書リストを配布する。（セカ
ンドメッセージ）

○ ○ ○

○ ○

主要施策

主要施策

○

インリ－ダ－研修、かるたとり大会を実施。その他指導者の研修活動、
ジュニアリーダーズクラブへの支援活動。

市内13町民会議の纏め役であり、三づくり部会（地域・家庭・仲間）による
青少年育成事業を展開、少年の主張大会、自治会青少年育成推進員研
修会、青少年健全育成街頭啓発活動、広報誌の発行などを行っている。

（02）家庭教育・地域教育の充実

○ ○

○ ○

各地区公民館で毎月乳幼児学級を開催。家庭教育学級への助成。 家庭
教育支援計画の推進。

○ ○ ○

○ ○

岩村【年10回開催（月曜日の放課後）】、大井【年7回開催（火曜日の放課
後）】、山岡【年21回開催（土曜日23回・夏休み8回）】、串原【年13回開催
（土曜日）】、飯地【年30回開催（夏季休業日）】、長島【年5回開催（木曜
日）】

事業
種別

事業名 事業概要
事業年度

主要施策
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H23 H24 H25 H26 H27

継続

人権尊重教育の推進

【社会教育課】

継続

恵那文化劇場の充実

【恵那文化センター】

継続

中山道広重美術館事業

【文化課】

継続

恵那市文化振興会の育成支
援

【文化課】

継続

恵那市伝統芸能大会事業

【文化課】

継続

恵那市文化祭開催事業

【文化課】

継続

埋蔵文化財保護の標準化

【文化課】

○ ○ ○ ○

○

○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

04）文化・芸術活動の振興
（01）文化・芸術活動の推進

恵那市文化会館　自主事業の実施。（年間４～５事業）

事業概要

（03）人権教育の充実

施策の項目

主要施策

主要施策

施策の項目

（03）文化・芸術の育成・ＰＲ

○○

○

広重の浮世絵版画を中心とする美術資料・学術資料等の収集･保管･展
示及び教育普及･調査研究に関する事業。中山道を中心とした街道文化
の教育普及、調査研究。市民による美術館を軸とするまちづくり活動と芸
術文化活動の支援等。美術館の維持管理。

恵那市文化振興会の運営補助を行い、芸術文化活動、伝統芸能保存伝
承活動を推進。

○

主要施策

事業
種別

事業名

講演会の開催。広報紙への人権コラム等を掲載し、学習・啓発の機会を
つくる。

○

事業年度

恵那市内の地歌舞伎、獅子芝居、獅子舞、文楽、太鼓、囃子、舞などの
伝統芸能を発表する大会の開催。

恵那市文化祭の実施

主要施策
05）文化財の保護
（01）文化財の調査研究・評価

○

全市的な詳細分布調査を実施し、遺跡地図を作成。併せて、地域の中核
的な史跡の整備に向けた補足的な調査も可能な限り組み込む。

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○
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継続

岩村城・岩村城下町・美濃国
遠山荘総合調査事業

【文化課】

継続

文化財の調査・保存・活用

【文化課】

継続

重要文化的景観保護推進事
業

【文化課】

新規

八王子神社社殿（明智町）拝
殿保存修理補助事業

【文化課】

新規

笠置ヒトツバタゴ自生地保存
整備事業

【文化課】

新規

大船山周辺・松並木参道・ア
ライダシ教育林・新田の桜整
備事業

【上矢作振興課】

継続

岩村城下まちなみ保存事業

【文化課】

継続

上矢作松並木保護整備事業

【文化課】

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

事業年度
事業
種別

事業名 事業概要

景観計画の策定と調整をとりながら、文化的景観の候補地を調査し、保存
活用計画を策定する。

暗井沢林道整備観光施設としての案内看板、休憩小屋等整備草刈・除
伐整備

保存地区内家屋の保存修理。事業主へは補助金交付、市有物件は、直
営の整備工事、設計監理、防災事業や啓発･広報活動を実施。

屋根葺き替え（銅板葺）、部分修理（軒・小屋組み・天井・縁・柱の補修、向
拝彫刻及び欄間彫刻の彩色塗り直し、金具作成）

保存管理計画策定委員会の組織化、実態調査、保存管理計画の策定、
地権者の理解が得られれば指定地の公有地化、指定地の整備。

（02）文化財の保存・活用

○

岩村城・明知城・串原城とこれに関連する市内の遺跡（城館跡、社寺跡、
集落遺跡など）、有形文化財（建造物、石造物など）、無形文化財（伝承、
地名など）の調査研究と全国に散在する関係歴史資料（城絵図、古記録、
古文書）の調査研究。

松食虫の駆除250本、土壌活性化250本、環境整備20㌶。林業振興課事
務移管による薬剤注入。

文化財保護審議会の運営、指定文化財の維持管理と環境整備。文化財
ガイドの製作、出土遺物の保存処理などをの実施。

主要施策
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継続

正家廃寺跡保存整備事業

【文化課】

継続

中山道保存修景整備事業

【文化課】

新規

地域スポーツ推進委員設置
事業

【スポーツ課】

継続

野外活動推進事業

【スポーツ課】

新規

スポーツポイント実施事業

【スポーツ課】

新規

「体育の日」開催事業

【スポーツ課】

継続

地域スポーツ組織（総合型ク
ラブ含む）支援事業

【スポーツ課】

継続

体育指導委員設置事業

【スポーツ課】

事業年度

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○

施策の項目

事業
種別

事業名

国史跡正家廃寺跡および周辺地域の保存整備。

06）スポーツ活動の振興

○○

中山道沿線の草刈りや休憩所、便所、案内板や標柱などの維持管理や
修繕を適切に行っている。国指定申請事務書類の調整。

　合併後、体育指導委員の削減により、地域では、運動会や球技大会の
運営の担い手が不足している。新たに、地域スポーツ推進委員を希望す
る地域に設置し、住民の主体性を基に、地域のスポーツイベントや生涯ス
ポーツの推進に努める。

　野外活動支援体制の充実を図る（ボランティア等での野外活動の支援
が出来るような手立てを行なう）・野外活動金銭的支援。また、関係者の発
案等あらば、イベントの開催を支援する。

　ポイントカードにスタンプを押す形のポイント制度を導入する。地域のイ
ベントや体連のイベント、スケート場やプール利用等でスタンプが貰え、一
定の数量で特典を設ける。ポイントの使い道には、地域づくりのほか社会
貢献をおりこむ。

○

事業概要

主要施策

　地区体育協会、５総合型スポーツクラブ、体育指導委員、体育連盟で実
行委員会を組織し、多くの市民がスポーツに触れ合うことが出来る機会と
なる日を検討実施する。

　各種スポーツ教室、スポーツイベントの開催。絵画教室、ベイカリー教室
の開催。

地域スポーツ活動のコーディネーターとし、恵那市非常勤公務員として委
嘱。地域スポーツ活動の普及及び指導等を行なうと共に、研修会への参
加　体育の日の『レクスポ祭』の実施、市民体育大会、恵那峡ハーフマラソ
ンの共催等を行なう。

（01）地域スポーツの推進

○ ○

○ ○
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H23 H24 H25 H26 H27

新規

まちかどフィットネス試行事業

【スポーツ課】

継続

県営スケート場の管理運営

【スポーツ課】

継続

恵那市体育連盟支援事業

【スポーツ課】

継続

スポーツ教室開催事業

【スポーツ課】

継続

スケ－ト振興普及推進経費

【スポーツ課】

新規

まきがね公園体育館等大規
模改修

【スポーツ課】

新規

まきがね公園改修事業

【スポーツ課】

新規

Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業

【スポーツ課】

事業年度
（02）スポーツをする機会の増大

（03）スポーツをする場の提供

○○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○

山岡：水道配管改修　トイレ改修　ボイラー改修　明智：入り口ドア改修　ア
リーナ屋根雨漏修繕

事業概要

高齢者や勤労者を対象に、身近なまちかどに健康管理にスポットが出来
ないか試行する。

県営スケート場の指定管理者としての施設の運営を行なう。

スポーツ振興を担う主要な団体として、市と協働してスポーツ推進を行な
う。スポーツ少年団、選手激励等の事務を執る。市からの委託事業を行な
うと共に、指定管理者として、体育施設の管理を行なう。

　弓道、ゴルフ、テニス、ヨーガ、アーチェリー、ソフトテニス、バトミントン、
テニス、新体操、スキー、スノーボード等の教室の開催。

スケ－トシ－ズンの1日を恵那市民が気軽に氷上スポ－ツに親しめる日と
し、スケ－トフェスティバルを開催する。スケ－ト教室、氷上ゲ－ムなどを実
施。無料開放とする。

　空調設備全面改修、浄化槽ポンプ設備移設、上下水道管更新、トイレ
改修、ボイラー及びシャワー室改修、照明設備改修、アリーナ換気扇改
修、アリーナキャットウオーク設置、更衣室新設、外壁改修、トレーニング
ジム増設、屋根修理など

　トイレのバリアフリー化、街灯の改修・増設、池周辺道路の段差解消、昭
和池浮き殿の更新、親水部の更新、親水部フェンス改良

主要施策

事業
種別

事業名

主要施策
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H23 H24 H25 H26 H27

新規

山岡グラウンド暗渠排水事業

【スポーツ課】

新規

スケート場選手控室整備事業

【スポーツ課】

新規

社会体育施設(指定管理外)
修繕事業

【スポーツ課】

継続

学校施設の地域開放事業

【スポーツ課】

継続

国体実行委員会経費

【スポーツ課】

継続

国体弓道競技開催経費

【スポーツ課】

継続

国体スケート競技開催経費

【スポーツ課】

継続

市民体育大会開催事業

【スポーツ課】

事業年度

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

　暗渠排水の整備

・実行委員会の運営・市民協働運営体制の確立・広報PR活動の推進・弓
道：リハ－サル大会、本大会での仮設施設の設置・スピードスケート：仮設
施設の設置、リハーサル大会としてJOCジュニアオリンピックカップを実施
する。

毛呂窪体育館　北グラウンド　中野方グラウンド　大井運動広場　東野運
動広場　岩村グラウンド　上矢作体育館　山村公園テニスコート　等の指
定管理外施設の修繕経費

市内小中学校の運動施設を市民開放。並びに地域コミュニティースポー
ツの拠点としての維持運営。

（04）スポーツ交流の促進

○

事業概要

○

スケート場には、選手控え室が無く、大きな大会を実施時には、仮設設置
している。毎回４００万円程度(市単)かかる。今後、国体開催もブロック制
のローテーションとなる。全国大会規模の開催も多く考えられるため、常設
施設の建設が合理的。

・全国勤労者選手権大会　近的選手控室(仮設)、運営本部(仮設)、競技
前控室(仮設)、地域交流広場(仮設設置)・近的練習場(仮設)、遠的(仮
設)、遠的練習場(仮設)、近的練習場(仮設)、選手控室(仮設)、交流広場
(仮設)、本部・運営(仮設)

Ｈ24年１月に国体のスピードスケート競技が恵那スケート場で開催される。
また、プレ大会のＪＯＣ全国ジュニアスピードスケート選手権大会がプレ大
会として平成23年1月に同会場で行なうことが決定している。

19競技（市民陸上競技、軟式野球、ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ、弓道、卓球、ｱｰﾁｪﾘｰ、ｿﾌﾄ
ﾎﾞｰﾙ、ｿﾌﾄテニス、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ｸﾚｰ射撃、剣道、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ｹﾞｰﾄボー
ル、柔道、家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ｻｯｶｰ、駅伝、ｽｹｰﾄ、ｽｷｰ）の市民大会の
実施

主要施策

事業
種別

事業名
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継続

恵那峡ハーフマラソン開催事
業

【スポーツ課】

継続

日本大正村クロスカントリー開
催事業

【スポーツ課】

事業年度

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

事業概要

恵那市体育連盟へ事務委託並びに実行委員会へ補助して実施。・ハー
フマラソン（登録者、男5部、女3部）・9.5Km（男5部、女3部）・3Kmロード
（一般・中学・小学校男女）・親子ジョギング・フリージョギング

　10マイル　6マイル　2マイル　２３部門

事業
種別

事業名
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継続

地域振興基金活用の積立

【まちづくり推進課】

継続

地域づくり推進(基金活用）事
業

【まちづくり推進課】

継続

地域づくり(住民企画参加型
公民館活動）の推進

【社会教育課】

継続

地域自治区の充実

【まちづくり推進課】

継続

地域集会施設整備補助事業

【まちづくり推進課】

継続

地域コミュニティの充実

【まちづくり推進課】

継続

NPO支援・育成事業

【まちづくり推進課】

（03）市民による公益活動の充実

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

（02）地域コミュニティ活動の活性化

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

01）新しい自治の仕組みの確立
（01）地域自治区の充実

事業年度

○

○ ○ ○

・地域振興基金積立金は、35億円程度を目標に積み立てを行い、活用方
法は地域活動支援などを想定しながら今後検討する。

事業概要

市内13地区の地域自治区における地域づくりを進めるため、ソフト事業を
主とした活動事に対する資金助成。

公民館を中心に、文化祭・コンサート・講演会を開催。（住民企画・参加型
で行う。）

制度とその必要性について啓発を行う。また、地域自治区内において、自
らの地域は自らの手で作る本来の自治が形成されるよう講演会や研修を
実施し、自ら現場で学ぶ機会を作る。

地域の集会施設における新築・増改築にかかる補助制度。事業費の３
０％以内補助で限度額は６百万円（新築、増築、改修について他に諸条
件あり）

恵那市自治連合会運営補助金交付。理事会、総会、研修等の事務事業
運営のための助成。

基本目標 ６　健全で心の通った協働のまち
施策の項目
主要施策

主要施策

主要施策

事業
種別

事業名

市民ボランティアや市民活動団体・ＮＰＯの活動の支援を行い、市民によ
る公益活動、行政との協働事業の推進を図る。
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継続

まちづくり市民協会支援

【まちづくり推進課】

継続

市民による公益活動の充実

【まちづくり推進課】

継続

学校の教室開放の推進

【社会教育課】

継続

まちづくり学習の推進事業

【まちづくり推進課】

継続

地域懇談会の開催

【まちづくり推進課】

継続

広報えな発行事業

【企画課】

継続

広聴活動事業

【企画課】

継続

ホームページ管理経費

【企画課】

事業年度

（04）広報公聴活動の充実

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

ウェブサイトは第二の市役所の窓口でもあり、適時性を活用した情報提供
手段の中心的なものとして、情報の充実と活用を進める。

住民主体による協働のまちづくりを進めるため、住民と行政との中間支援
組織である「まちづくり市民協会の役割は更に重要であり、その活動と組
織強化を推進する。

事業概要

主要施策

事業
種別

事業名

行政職員と市民活動リーダーの理解度やスキルアップを図りながら、行政
と市民との協働事業が多く提案され実施されやすい仕組み（仮称…協働
提案型事業）を検討する。

大井小学校、恵那北小学校、恵那北中学校の教室開放。開放にかかる
事務費と講座開設経費。

生涯学習出前講座をはじめとする学習機会の充実、生涯学習事例発表
会による啓発 生涯学習推進会議・本部会・ 生涯学習相談業務。

市長、助役、収入役、教育長及び各部長が地域へ出向き、地域自治区地
域協議会の主催で実施。平成１８年度以降は各地域協議会で地域計画
を見直して地域が自らの課題を自助・共助・公助に分けた地域計画とする
ための懇談会に位置付け。

毎月1日、15日（12月は1日のみ）の月2回発行を基本として「広報えな」を
全市に配布する。また、随時、告知放送、コミュニティ文字放送、CATV映
像番組と連携した市政情報を紙面で提供する。

市政モニター15名を公募し、モニター会議、モニター通信による市民情報
を収集すると共に広報直通便やｲﾝﾀｰﾈｯﾄメールによる市民からの意見や
中学生が市長と語る会などを通し市民意見を行財政運営に反映させるた
めの情報を収集する。
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継続

放送運営事業

【企画課】

継続

男女共同参画プラン推進事
業

【まちづくり推進課】

新規

ワークライフバランスの推進事
業

【まちづくり推進課】

継続

モンゴル国友好活動事業

【上矢作振興課】

継続

国際交流・多文化共生の推
進

【まちづくり推進課】

継続

国際化に対応できる人づくり・
まちづくり

【まちづくり推進課】

事業年度

○○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○ ○

03）国際・都市・地域間交流の推進
（01）国際交流・多文化共生の推進

○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○ ○ ○

「ワークライフバランス」の考え方の普及・定着を図るため、企業への働きか
けや、啓発活動を行うとともに、庁内においおてもノー残業デーの徹底を
図ります。

モンゴル国ホームスティ事業日本モンゴル文化協会と上矢作モンゴル国
友好協会交流事業

一般的な放送について業者に委託。告知放送、文字情報の要綱、要領
の整備。提供情報の審査、調整。委託制作番組についての検討。

男女共同参画プランを推進新するため、「男女のわ」ネットワーク等と連携
し、研修会、講演会、各地域での勉強会を実施するとともに、アドバイザー
の設置、相談窓口の充実を図る。また、関係機関と連携しワークライフバラ
ンスを推進する。

02）男女共同参画の推進
（01）男女共同参画プランの策定

○○

施策の項目
主要施策

主要施策

施策の項目

（03）ワークライフバランスの推進

主要施策

国際交流協会と連携し、文化や料理、生活習慣をテーマに交流会を実施
する。また、国際交流協会への助成を行い、市民レベルでの国際交流活
動を活発化する。

恵那市国際交流協会が行う中学生海外派遣事業への助成を図る。

○ ○ ○ ○○

事業
種別

事業名 事業概要
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継続

地域間交流推進事業

【まちづくり推進課】

新規

市内地域間交流の促進

【まちづくり推進課】

継続

歴史と文化のまちづくり事業

【まちづくり推進課】

新規

笠置公民館・振興事務所統
合事業

【まちづくり推進課】

新規

上矢作振興事務所移転事業

【上矢作振興課】

新規

恵那市役所第２庁舎建替事
業

【財務課】

新規

恵那市議会議場音響・議会
中継整備事業

【議会事務局】

事業年度

○ ○

○ ○ ○

○

○○

○

○

○

04）時代に対応した行財政基盤の確立
（01）適正な行政経営

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○

（03）都市・地域間交流の推進

各地域毎での友好市町村交流協会の設立推進支援と、将来的にこれら
の組織を統合した組織の確立対策。

各地域のまちづくりに関する歴史や史跡名勝及び偉人のまちづくりを学
びあい共有を図る。また、地域自治区での取組発表やテーマごとの交流
の場を推進し地域間交流を促進する。

新恵那市としての一体感を醸成する恵那市再発見事業。地域の歴史や
地域資源を市民全員が認識し、点在する色々な地域資源を生かすととも
に連携させるため、市民協働による体制で歴史講座や現地研修を行う。
「恵那市をしろまい会」の開催。

上矢作振興事務所移転整備事業(施設改装工事 、システム移転整備等）

平成24年度：調査・基本設計及び詳細設計。平成25年・平成26年度：本
体工事及び設備工事。平成27年度：付帯工事・取壊し工事。

・議会音響システム全体の更新、カメラ設備の整備。・赤外線マイクシステ
ム（１人１マイクの配置）。・カメラとマイクスイッチの連動。・第２委員会室を
議場と同機種とし、マイク集中管理システム整備。・インターネット議会中
継、ケーブルテレビ録画放送。

笠置公民館を増築し、笠置振興事務所を入れて、複合施設とする。

主要施策

○ ○

事業
種別

事業名 事業概要

（04）市内地域間交流の推進

○

主要施策

主要施策

施策の項目
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継続

固定資産支援システム（統合
型GIS)構築事業

【税務課】

継続

行政評価制度の構築

【企画課】

継続

恵那市総合計画進行管理事
務

【企画課】

継続

行財政改革推進経費

【企画課】

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

固定資産情報（固定資産支援システム）を基に地理情報を整備し，固定
資産税の賦課に活用する。また，将来的には全庁的に活用を図る。

行政評価として位置づけた約700事業について、総点検をかける。事業に
対し効率や便益、活動指標や成果指標を用いた分析を行うとともに、広く
市民にその成果を知ってもらうために公表する。

恵那市総合計画推進市民委員会を設置し、総合計画の進行管理を実
施。毎年各部より事業計画の見直しについてヒアリングを実施し、実施計
画のローリングを行う。

人口減少社会や地方分権の時代に対応し、自立と自己決定により、将来
にわたって安定的に行政サービスを提供し続けられる自治体経営を目指
すため、行財政改革大綱及び行動計画の策定と進行管理を行う

事業
種別

事業名 事業概要
事業年度
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